
 

 

 
 

 

 

８ 設 計 業 務 条 件 概 要 書 
 
 
 
 
 

鹿児島工業高専第二志学寮改修(建築)(設備)設計業務 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和３年１月 

 

 



 

 

 
 
 

目     次 

 

１．事業概要 ................................................................... 1 

２．業務概要 ................................................................... 1 

３．設計対象施設の概要 ......................................................... 1 

（１）敷地、施設及び改修の条件 ................................................. 1 

（２）主な法的条件 ............................................................. 1 

（３）施設の現状 ............................................................... 1 

４．改修設計方針 ............................................................... 1 

（１）機能改善に関する改修設計方針 ............................................. 1 

（２）要求環境保全性能についての方針 ........................................... 1 

５．改修設計にあたっての留意事項 ............................................... 1 

（１）機能改善に関する改修設計上の留意事項 ..................................... 2 

６．工事費概算金額の算出について ............................................... 2 

７．実施設計図及び数量調書、内訳の提出について ................................. 2 

 
 

○ 別添資料 

    配置図・平面図 

    建物 

 



 

 

１．事業概要 
本業務は鹿児島工業高等専門学校の第二志学寮の老朽化に伴う改修の設計を行

うものである。 
 
２．業務概要 

本業務の設計対象は、昭和３９年に整備された施設であり、国際寮のニーズに対応

した施設への機能強化を目的とした改修整備を行う。 

 

３．設計対象施設の概要 
（１）敷地、施設及び改修の条件 

設計業務委託特記仕様書の「Ⅰ 業務概要 ４ 設計与条件」に示す「（１）敷地の

条件」、「（２）施設の条件」及び「（３）建設の条件」による。 
 なお、詳細は、別添資料「配置図・平面図」による。 

（２）主な法的条件 
○ 用途地域の指定等 

     第１種住居地域  建ぺい率 60％ 容積率 200％ 

○ 地域地区の指定 

  都市計画区域 

（３）施設の現状 
  １）現状の設備 
     第二志学寮は、昭和 39 年に設置され現在に至る。建築後 57 年経過し、経年

による建物内部の劣化が進行しており、特に内装の劣化及び建具の陳腐化が激

しい。なお、耐震改修については 2008 年に改修済みであり、今回の改修範囲

に含まないが、防水改修及び外壁改修については改修範囲に含む。また、電気

設備及び機械設備について、照明器具及び給排水設備の経年劣化が著しく、安

全性及び省エネルギー性の向上が必要である。 

     

４．改修設計方針 
（１）機能改善に関する改修設計方針 

・既設寄宿舎をリノベーション改修することで、国際寮として機能強化を図る。 

・日本人学生と留学生が交流する多様なスペースを創設する。 

・設備更新においては、保全性の向上及び維持管理費の低減を図る。 

（２）要求環境保全性能についての方針 
本業務においては、「官庁施設の環境保全性基準」（平成 29 年 3 月 22 日国営環第

14 号）に準拠することとし、環境負荷低減性を確保すること。 
 

５．改修設計にあたっての留意事項 
本業務の実施に当たっては、次のことに留意する。 



 

 

（１）機能改善に関する改修設計上の留意事項 

・工法及び使用材料の選定に当たっては、工事期間とコスト縮減に配慮するととも

に、恒久的施設に求められる機能が確保可能なものを選定すること。 

・上記の留意事項に配慮するとともに、全体として、工期短縮とライフサイクルコ

ストを含めたコスト縮減に配慮した設計とすること。 

・提供する図面以外の配管の有無について十分な現況調査を行って上で設計作業を

行うこと。 

 

（２）追加業務について 

・「積算業務」にあたっては、特記仕様書に示した適用基準類を用いるものとし、拾

い、集計の過程を示した資料を監督職員へ提出する。 

・「工事工程表の検討及び作成」は、発注者の提示する工事期間内に工事を完了させ

るため実施工程の検討を行い、計画工程表を作成する。検討においては、必要に

応じて工区分割の計画を行う。また、工事期間は学校行事等による工事中止日等

施工条件等を加味したものとする。 

 

６．工事費概算金額の算出について 

・実施設計にあたっては、発注者の提示する工事予算額を考慮した設計仕様とする。

また、手戻りの少ない業務履行を行うことを目的に、特記仕様書に示す「実施設計

のための基本事項の確定」の段階において、工事費概算金額の算出を行い監督職員

の確認を踏まえ、実施設計図書の作成を行うものとする。工事費概算金額の算出方

法は受注者の算定方法によるものとする。 

 

７．実施設計図及び数量調書、内訳の提出について  

・実施設計図は工事入札執行の日程にあわせ確認用の図面一式を 5 月 24 日(月)まで

に発注者へ提出する。図面提出にあたっては、工事費概算金額の算出を改めて行い、

提示された工事予算額との整合確認のうえ、監督職員へ概算金額の報告を行う。 

・見積もりに必要な図面の交付は、6月 17 日(木)に予定しているため、6月 14 日（月）

までに最終図面を提出することとする。 

・工事入札執行過程における数量公開に対応するための数量調書の提出についても、

見積もりに必要な図面の交付と同時の 6月 14 日（月）までに提出することとする。 

・内訳書の提出は工事入札執行の日程にあわせ 6 月 24 日（木）までに提出すること

とする。 



 

 

 

 

別 添 資 料 

 

＜ 配置図・平面図 ＞ 



 

 

 

 

別 添 資 料 

 

＜ 建物 ＞ 

 


